
ハートフル実行委員会主催事業 2023 年 2 月 11日（土）13時開催

ハートフルなかたがみライフを考えよう♪

＜参加者そして 4名のハートフルメンバーから提出された内容＞

具体的な内容 提出されたメッセージ
子どもたちのこと 多様性を学ぶ教育やタブレットをどんな環境でも使えるようにしてほしい

遊具の有効活用（使われていない場所から移転させて再利用を検討してはど
うか）
待機児童にすらなれない子供もいるという現状に目を向けてほしい
デイサービス施設に託児所等アイディアで待機児童をなくしていってほし
い。
子どもや若者の意見を吸い上げる仕組みが必要
・学校を中心に地域と情報共有し、地域の課題を話し合う機会を作って欲し
い。そのためにも市内 3中学校地域ぐるみの交流で開けた学校へ。先生はじ
め学校こそ多様性を重んじるべき。

市民に寄り添う
議会&行政へ

・議員数削減
・行政パトロールや市民との懇談で地域を知り、スピードある行政執行を可
能にするためにも自治会の意味を話し合い、将来への不安、困りごとなどの
解決に官民連携した取り組みを

持続可能な潟上市へ ・双方向の発信で広報の更なる充実を
・魅力発信で移住促進を

市バス活用 JR時刻に合わせたマイタウンバスの時間設定、かたりあんにバス停留所を作
ってほしい、無料の券発行

追分地区の活性化 複合市民センターを建設してほしい（図書館、市民窓口、公民館、体育館、
児童館など）

観光を意識した取組 市民が潟上市を知るためのバス旅観光ツアーを企画してほしい
グリーンランドの立地を活用した戦略（キャンプファイヤー、宿泊施設、釣
り）を検討してほしい

情報発信 いい取り組みは沢山あるのに PRがうまくいっていない。多様性に配慮して
様々なツールで情報を届けてほしい。

生きがいづくり ボランティア活動したい・できるのに情報がない。ボランティア登録できる
場があればありがたい。

加工産業の開発 県立大などともっと連携しては。商品開発・特産品・農作物の加工など
豆の活用やフルーツのまちづくりもいいのでは

多様性を高める 手話奉仕員養成講座を毎年開催してほしい。
市民交流 成人式会場にヘアメイクできるコーナーがあると便利でよいし交流も生まれ

る
市役所窓口への陳情 窓口を探して迷う市民のため正しい情報と正しい窓口へ案内する優しい窓口

に取り組む
住み良いまちづくり エコ家電事業を続けて欲しい

空き家問題解消の充実
不動産関連(企業)との連携で空き家ツアーなどを取り組み定住促進に繋げる

働きやすい街づくり 子育て世代
例:男性が育児に参加しやすいように環境を整える 例:男性育児休暇の充実

マスコットキャラクター リキノスケの着ぐるみを作って市の職員にする（スギっちみたいに）



●グループワーク：（９グループ／４５名）
●意見総数３６件

提出された内容を項目別に 10個に振り分け

１．子どもたちのために （6件）

主なご意見／項目別 件数 ％

１．子どもたちのために ６ １６．６

２．住み良い街づくりのために ６ １６．６

３．行政・議会に対して ５ １３．８

４．地域発展のために ～観光と移住～ ５ １３．８

５．生きがい・学びの場・交流 ３ ８．３

６．加工産業の開発 １ ２．７

７．人口増の追分地区の未来のために １ ２．７

８．働き方 １ ２．７

９. その他（願望、地域の会、雇用、学区） ５ １３．８

10. 感謝 ３ ８．３

学びと環境 多様性を学ぶ教育やタブレットをどんな環境でも使えるようにしてほしい
遊具 遊具の有効活用（使われていない所から移転させ再利用を検討してはどうか）
待機児童 待機児童にすらなれない子供もいるという現状に目を向けてほしい
託児所拡大 デイサービス施設に託児所など柔軟な考えで待機児童をなくしてほしい。
寛容な意見交換の場 ・子どもや若者の意見を吸い上げる仕組みが必要

学校を中心に地域と情報共有し、地域の課題を話し合う機会を作って欲しい。
そのためにも市内 3中学校地域ぐるみの交流で開けた学校へ
先生はじめ学校こそ多様性を重んじるべき。

学区編成 出戸小は子どもが減り追分小は狭すぎ。学区の再編成はできないものか。



２．住み良い街づくりのために（6件）

３．行政・議会に対して（5件）

４．地域発展のために～観光と移住～（5件）

５．生きがい・学びの場・交流（3件）

補助事業 エコ家電事業を続けて欲しい
空き家問題 ・問題解消の充実

（不動産関連(企業)と連携し空き家ツアーなど取り組み定住促進に繋げる）
市バス有効活用 ・JR時刻に合わせたマイタウンバスの時間設定を希望

・かたりあんにバス停留所を作ってほしい
市民に寄り添う ・将来への不安、困りごとなどの解決に官民連携した積極的な取り組みを

（行政パトロールや市民との懇談を通し、自治会の意味も周知させる）
公共施設のトイレ ・女子トイレにだけ子どもの便座やおむつ替えスペースがある。夫婦で子育

てできるまちになってほしい。

議会 議員数削減
市役所窓口 窓口を迷う市民のため正しい情報と正しい窓口へ案内する優しい窓口を希望
情報発信 ・良い取り組みは沢山あるがPRがうまくいっていない

・多様性に配慮して様々なツールで情報を届けてほしい
・広報の更なる充実に期待

魅力あるまちづくり ・グリーンランド周辺立地を活用した取り組み
（キャンプファイヤー、宿泊施設、ドックラン、犬連れの人のためのスペー
ス、リアルゲーム(サバイバルゲーム)、スポーツゾーン、釣り等の設置）

地域資源の掘り起こ
しと観光

・地元の歴史ある建物や景勝地を掘り起こした市民ツアーの開催
・市民や観光客に向けた観光ツアーへと繋げる（バス旅）
例:出戸地区の北野神社、八郎湖、佃煮屋巡りなど

ＰＲ資源 フルーツのまち
移住促進 魅力発信で移住促進を

生きがいづくり ボランティア活動をするための登録環境を整えてほしい（シルバー人材以外）
多様性を高める 手話奉仕員養成講座を毎年開催してほしい
市民交流 成人式会場にヘアメイクコーナーがあると便利で交流も生まれる



６．加工産業の開発（1件）

７．人口増の追分地区の未来（1件）

８．働き方（１件）

９．その他（5件）

10．感謝（3件）

加工品の開発 県立大などと連携し商品開発・特産品・農作物の加工などを開発（豆や果物）

地区の活性化 複合市民センター建設（図書館、市民窓口、公民館、体育館、児童館など）

働きやすいまち
づくり

子育て世代
例:男性が育児に参加しやすいように環境を整える 例:男性育児休暇の充実

市民の願望として 地域の子どもに気軽に声をかけられなくなったので地域の人と交流する機会
を増やしたい

地域の会の拡大 交流という意味では子ども会を地域の会にして子どもを核に地域がまとまる
ことができればいいと思う。

新たな雇用政策 臨時職員を、数年働いたら正規職員にするなどの仕組みがあると良い。
学区編成 出戸小は子どもが減り追分小は狭すぎ。学区の再編成はできないものか。
マスコットキャラク
ター

リキノスケの着ぐるみを作って市の職員にする（スギっちみたいに）

防災行政無線 防災行政無線テレホンサービスが携帯からの受信が使用無料になった
除雪状況通知 除雪の状況をラインで通知してもらえることに感謝
隙間時間を就農に 子育て中のお母さんに農業アルバイトをしてもらっている。農業に縁のない

お母さんたちの就農に結びついた。


